様式第２号（第９条、第１２条関係）
令和３年度鳥取県ESGプロジェクト支援補助金事業計画書
（◎印の付いている項目は、事業認定後にクラウドファンディング運営事業者へ情報提供します。）
１　事業者の概要

	団体等名称

及び代表者氏名◎
	

	担当者氏名◎
	

	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ（PC）◎
	

	電話番号◎
	

	ﾌｧｸｼﾐﾘ番号
	

	WebサイトやFacebookページ等のURL◎
	

	内容に相違なければ、□にチェック☑を入れてください。
	□ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条に規定する風俗営業、性風俗関連特殊営業又は接客業務受託営業を営む者ではありません。
□ 政治及び宗教に関わる組織又は団体ではありません。
□ 鳥取県暴力団排除条例（平成23年鳥取県条例第3号）に規定する暴力団員等ではありません。

□ クラウドファンディングのプロジェクトページ作成にあたり、説明に従って自己で操作が出来る程度のPC処理能力を有しています。



２　既存事業の概要

	(1)

現在の事業内容
	現在実施している事業の概要を記入してください。


	(2)

ESGに関する課題
	現在実施している事業において、ESGの観点からの課題等を記載してください。


３　補助事業計画
	(1)
事業名
	

	(2)
事業実施に必要な金額◎
	クラウドファンディングで集めたい金額を記入してください。
　　　　150　万円

	(3)
大まかな内訳◎
	（詳細は様式第３号でご記入ください）
研究費50万円、制作費80万円、宣伝費20万円（クラウドファンディング宣伝経費を除く）

	(4)
事業概要◎
	鳥取の○○○を～～～の～～～として生まれ変わらせて、○○を・・・・として活用する。また、これらの～～である・・・を○○○する。
　それにより、これまで・・・だったものを・・・することで、CO2の大幅な削減となり、脱炭素社会の実現に寄与する。

	(5)
事業目的
	鳥取の資源を有効活用し、ビジネスとして成立させることにより、脱炭素社会の実現と企業の持続的発展につなげる。

	(6)

事業内容
	(1) 開発・提供しようとする商品・サービスの内容
原材料：○○産・・・（～を作ったときに通常破棄される・・・を使用）
商品概要：
(2) 想定する地域、市場及びターゲット◎
・研究及び制作は鳥取市内の事業所で行う。
・主に～に関心の高い○代～○代の・・・・に参加する層をターゲットとする。
(3) 販売方法及び収益化するビジネスモデルの概要
（イ）で記述したターゲットが多く閲覧する○○サイトに広告を掲載し、主にインターネットサイトでの販売を想定している。並行して○○による集客、販売を予定している。

(エ)応募事業の本県における独自性
○○は鳥取にある豊富な資源として認知されているが、商品化する際に不要となる～～の処理に多くの燃料が使われ、CO2が多く発生していることはあまり知られていない。そのため、○○の～を使った身近な商品を開発・販売することで、○○の現状を知る県内では貴重な機会の醸成となる。自社は・・・のノウハウを持った企業であることから、この開発を比較的ローコストかつ短期間で実現することができると考える。

	(7)
実施体制
	①事業に従事するスタッフ数や役割、関係機関との連携等※
(ア)クラウドファンディングの実施体制

マネジメント担当１名および開発プロジェクトチームより１名、計２名。（メインはマネジメント担当者がページ作成、管理等を行い、開発担当が確認、現場の声及び進捗の更新を行う）

(イ)商品・サービスの開発・提供体制
開発プロジェクトチーム５名、広報・販売担当２名

	
	②クラウドファンディングにおける目標寄附額達成に向けた取組
(ア）寄附者に伝えたい想い（共感を得たいポイント）

○○は鳥取にある豊富な資源として認知されているが、商品化する際に不要となる～～の処理に多くの燃料が使われ、CO2が多く発生していること
(イ）今回の取組を広く知ってもらうための工夫

・寄附金募集中であることを知らせるミニポスター、チラシを作成し○○層が目にしやすい～～などに置いてもらうことで、認知度を高める。（プロモーション支援に申請を予定）

・自社HPのトップに特設ページのリンクを大きく設置し、○○の購入でHPを開いた人をターゲットにプロジェクトページへ誘引する。
(ウ）寄附者へのお礼（リターン）の内容や工夫※
本事業で開発・作成した○○を返礼品とすることを検討中。
　（例）3000円寄附⇒○○１つを送付　１万円寄附⇒○○の～セットを送付

　　　　※全てにお礼の手紙を送付

	(8)

期待する効果（成果）
	(ア)自社にとっての効果
※「2-(2)ESGに関する課題」との関連・効果も記入してください。
・○○を開発し一般に販売・流通させることで、脱炭素社会の実現に取り組む企業であるという認識を広め、企業価値を高めることが期待できる。
・自社の課題であった～～～についても、○○の商品化により長期的な受注が見込めるため、低コストで持続的な売り上げに繋がる。
(イ)取引先や社会全体などに対する効果

・○○の商品を作るためには、発注元の・・・や、販売時は・・・など多くの事業者が関連しており、今回商品化することで、それらの事業者についても環境配慮の取組を担ってもらうこととなる。また、○○はそれ自体に広告効果があり、今後販売数が増えていけば、街中や店舗で目にする機会も増え、脱炭素社会への県民意識の向上に資するものになると期待している。

	(9)
スケジュール◎
	(ア)補助事業のスケジュール（10月～2月末）
１０月～　適切な素材の選定等、商品開発・研究
１２月～　商品の製作
Ｒ４年１月～　ＨＰおよび店舗での販売開始（返礼品送付）

(イ)補助事業終了後の取組のスケジュール 
Ｒ４年３月　購入者のフィードバックを参考に必要に応じ改良作業
Ｒ４年６月　～～イベント開催に合わせて、○○のポップアップストアを設け、
　　　　　　認知度、販売数を高める
・・・
Ｒ４年１２月　利益を財源とし、△△の作成に向けて開発・研究に着手
Ｒ５年以降　○○、△△等、シリーズ化、都市部での宣伝も強化し、ブランド化を進める。


４　今後の展望
	今後予定しているESG経営の要素
	３で記載した事業から繋がるESG経営の展望について記入してください。
　（資金調達方法や実施体制も含めて）
３(10)の(イ)に記載した通り、○○、△△等のシリーズ化及びブランド化を進め、環境に配慮し、且つ自社利益の増加を目指す。
この取組が、自社内でのＥＳＧ推進への意識啓発に繋がるよう、研修等社内周知徹底を並行して進める。環境配慮、社会貢献など、これまで行ってきた取組も含めて、消費者や取引先により認知・評価してもらえる広報手法について会議を重ねるとともに、女性の働きやすさを含め、多様な人材が活躍できる社内体制の構築を目指すなど、複数の視点からESG経営を進めていく。


＜その他＞

	連絡時期の指定、確認事項、クラウドファンディング運営事業者への申し送り等があれば記入してください。


